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1 蘇峰先⽣書簡集 第
⼀巻

1-1 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治25年9⽉20
⽇

1通
墨書

「東京市内元良勇次郎⽒の指導援助を請
わん為め先⽣より紹介せられたる後」

1-2 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃6⽉
5⽇

1通
墨書

「東京市内深井国⺠新聞社客員たり」

1-3 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃6⽉
8⽇

1通
墨書

「書中⼈名考 平⽥久（深井を先⽣に紹
介せし友⼈）」

1-4 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃6⽉
27⽇

1通
墨書

「東京市内」

1-5 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃7⽉
27⽇

1通
墨書

「東京市内」

1-6 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃8⽉
9⽇

1通
墨書

「東京市内」

1-7 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃9⽉
14⽇

1通
墨書

「東京市内」

1-8 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃10
⽉13⽇

1通
墨書

「東京市内、書中⼈名考 草野⾨平、⾼
⽊信威」

1-9 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃10
⽉16⽇

1通
墨書

「東京市内」

1-10 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃11
⽉6⽇

1通
墨書

「東京市内、書中⼈名考 ⾦⼦堅太郎」

1-11 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃12
⽉16⽇

1通
墨書

「東京市内」

1-12 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃30
⽇

1通
墨書

「東京市内」

1-13 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃 1通
墨書

「東京市内」
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1-14 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃19
⽇

1通
墨書

「東京市内」

1-15 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年頃 1通
墨書

「東京市内」

1-16 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治26年または
27年3⽇

1通
墨書

「東京市内」

2 蘇峰先⽣書簡集 第
⼆巻

2-17 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年1⽉13
⽇

1通
墨書

「東京市内、深井は已に国⺠新聞社員た
り、書中⼈名考 芳野駒彦、草野⾨平、⼭川瑞
三、⼈⾒⼀太郎」

2-18 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年頃1⽉
25⽇

1通
墨書

「東京市内」

2-19 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年11⽉1
2⽇

1通
墨書

「深井は国⺠新聞戦時通信の為めに広島
に出張中、先⽣の推薦により⼤本営臨時雇とな
れり、先⽣広島より東京へ帰へらるる途中神⼾
より広島へ、書中⼈名考 川上操六」

2-20 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年11⽉1
6⽇

1通
墨書

「広島より東京へ帰へらるる途中京都よ
り広島へ、書中の紅葉は別に函中に蔵す」

2-21 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年11⽉2
0⽇

1通
墨書

「東京より広島へ」

2-22 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年11⽉2
2⽇

1通
墨書

「東京より広島へ」

2-23 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年11⽉2
4⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 芳野駒
彦、和⽥正脩、川上操六、⼤⽣⼤佐」

2-24 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年11⽉2
7⽇

1通
墨書

「東京より広島へ」

3 蘇峰先⽣書簡集 第
三巻
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3-25 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年11⽉2
8⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、上京云々は⼤本営の
為め参考書蒐集を⽬的とせり」

3-26 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年11⽉
尽⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 宮崎湖
慶⼦、⼭路愛⼭」

3-27 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉2
⽇

1通
墨書

「東京より広島へ」

3-28 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉6
⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 菊池⻑
⾵、阿部充家、⼩林万吉」

3-29 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉7
⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 久保⽥
⽶僊、阿部充家、芳野駒彦」

3-30 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉8
⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 菊池⻑
⾵、川上操六、阿部充家、横井忠直」

3-31 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉9
⽇

1通
墨書

「東京より広島へ」

4 蘇峰先⽣書簡集 第
四巻

4-32 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉1
1⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 ⼩林万
吉、阿部充家」

4-33 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉1
3⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、境遇云々は⼤本営臨
時雇勤務のこと、書中⼈名考 ⼩林万吉、平⽥
久、⼩⾕久綱」

4-34 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉1
6⽇

1通
墨書

「東京より広島へ」

4-35 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉1
8⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 川上操
六、井上馨」

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 内容・備考等

深井英五関係文書目録

3



数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

4-36 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉2
3⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 ⼈⾒⼀
太郎、松本章男（深井の友⼈）」

4-37 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治27年12⽉2
6⽇

1通
墨書

「東京より広島へ」

5 蘇峰先⽣書簡集 第
五巻

5-38 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年1⽉1
⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 塚越
（国⺠新聞通信者）、阿部充家、⼭路愛⼭」

5-39 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年1⽉6
⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 中桐確
太郎、別紙は函中に収む」

5-40 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年1⽉17
⽇

1通
墨書

「東京より広島へ、書中⼈名考 茂⽊は
深井と同郷の⻘年」

5-41 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年2⽉18
⽇

1通
墨書

「先是先⽣広島に来らる、深井⼤本営雇
を辞し只川上参謀次⻑との個⼈的関係を残し東
京に帰る、本書は其の出発の翌⽇広島より発せ
らる」

5-42 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年2⽉22
⽇

1通
墨書

「広島より東京へ」

5-43 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年2⽉24
⽇

1通
墨書

「広島より東京へ、書中⼈名考 川上操
六、阿部充家」

5-44 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年2⽉25
⽇

1通
墨書

「広島より東京へ、書中⼈名考 ⼈⾒⼀
太郎、平⽥久」

6 蘇峰先⽣書簡集 第
六巻

6-45 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年3⽉初 1通
墨書

「広島より東京へ、宮島記念品別に函中
に収む、書中⼈名考 「愛弟」は国⽊⽥独歩の
弟」
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6-46 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年3⽉4
⽇

1通
墨書

「広島より東京へ、書中⼈名考 川上操
六、横澤（国⺠新聞社員）」

6-47 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年3⽉7
⽇

1通
墨書

「広島より東京へ、書中⼈名考 塚越、
⼭中、茂⽊（何れも国⺠新聞通信員）」

6-48 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年 1通
墨書

6-49 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年12⽉2
2⽇

1通
墨書

「逗⼦より東京へ」

6-50 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治28年12⽉2
3⽇

1通
墨書

「逗⼦より東京へ」

6-51 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治31年3⽉30
⽇

1通
墨書

「逗⼦より東京へ」

6-52 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治32年4⽉19
⽇

1通
墨書

「東京市内、別紙本箋は別帖に収む」

6-53 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治33年5⽉2
⽇

1通
墨書

「⼤阪より東京へ」

6-54 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治33年10⽉2
4⽇

1通
墨書

「東京市内」

6-55 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治33年12⽉2
7⽇

1通
墨書

「東京市内、先是深井国⺠新聞社を退き
たる後聊か先⽣の為めに事を弁したるに対し謝
品を贈られたるなり」

7 蘇峰先⽣書簡集 第
七巻

7-56 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治34年6⽉13
⽇

1通
墨書

「東京より深井の郷⾥⾼崎へ、⽇本銀⾏
へ就職の件」

7-57 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治34年9⽉25
⽇

1通
墨書

「東京市内、先是深井は⽇本銀⾏に就職
したり、書中⼈名考 濱⽥佳澄」
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7-58 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治34年12⽉1
0⽇

1通
墨書

「東京市内」

7-59 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年3⽉18
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ、深井は松⽅正義伯の
⼀⾏に加はり洋⾏中」

7-60 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年3⽉25
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ」

7-61 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年5⽉1
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ」

7-62 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年5⽉14
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ、書中⼈名考 「キャ
ッパー」は「タイムス」の編集次⻑」

7-63 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年6⽉2
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ」

7-64 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年6⽉11
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ、書中⼈名考 ⼈⾒⼀
太郎、後藤新平、新渡⼾稲造、志賀重昂、⽵越
與三郎、横井時雄、「チャップマン」は下宿屋
の⽼⼥主⼈」

7-65 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年6⽉17
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ」

7-66 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年6⽉27
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ、書中⼈名考 平⽥
久、「モンプニー」は「タイムス」記者」

7-67 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年7⽉3
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ、書中⼈名考 ⽬賀⽥
種太郎」

7-68 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年7⽉14
⽇

1通
墨書

「深井帰朝の途中へ東京より、松⽅伯は
⻄伯利亜鉄道にて帰朝せられ此書簡の計画実現
せず」

7-69 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治35年7⽉30
⽇

1通
墨書

「東京より浦塩へ、深井は印度洋を経て
帰朝其後転送を受けたり」

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 内容・備考等

深井英五関係文書目録
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数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

7-70 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治36年3⽉28
⽇

1通
墨書

「東京市内、⼩坂家と縁談の件」

8 蘇峰先⽣書簡集 第
⼋巻

8-71 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治37年2⽉23
⽇

1通
墨書

「深井外債募集⽤務の為め洋⾏の船中へ
東京より、鈍⽜丸は先⽣外遊のときの乗船、
「チャップマン」は倫敦下宿の⽼⼥主⼈」

8-72 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治38年2⽉16
⽇

1通
墨書

「深井外債募集⽤務にて再度英⽶へ出張
のとき横浜船中へ」

8-73 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治38年10⽉7
⽇

1通
墨書

「深井倫敦滞在中東京より」

8-74 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治39年5⽉9
⽇

1通
墨書

「東京市内（蔵書印は帰朝祝として贈ら
れたるもの）」

8-75 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治39年8⽉29
⽇

1通
墨書

「東京市内、深井外債⽤務の為め三度⽬
洋⾏のとき、書中⼈名考 「キャッパー」は
「タイムス」編輯次⻑」

8-76 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治40年5⽉10
⽇

1通
墨書

「東京市内、欧⽶より帰朝のとき」

8-77 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治40年6⽉10
⽇

1通
墨書

「東京市内、星鳳楼帖買⼊のとき」

8-78 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治40年11⽉2
0⽇

1通
墨書

「東京市内」

8-79 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治41年5⽉8
⽇

1通
墨書

「東京市内、別冊の書物は仏⽂」

8-80 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治41年5⽉30
⽇

1通
墨書

「東京市内」

8-81 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治41年11⽉2
5⽇

1通
墨書

「東京市内」

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 内容・備考等

深井英五関係文書目録
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数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
付属資料

記述法
備考

数量
付属資料

記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

9 蘇峰先⽣書簡集 第
九巻

9-82 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治42年11⽉2
8⽇

1通
墨書

「東京市内、書中⼈名考 平⽥久、市河
寛斎は深井の曾祖⽗、短冊は別に函中に収む」

9-83 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正4年12⽉14
⽇

1通
墨書

「東京市内、拓本は鎌倉冨多楽院古鐘
銘、菅⾕は深井の曾祖⽗清成、帰雲⼜は松夢と
号す、古河寛斎の友⼈」

9-84 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正4年12⽉19
⽇

1通
墨書

「東京市内、前の続」

9-85 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治44年12⽉8
⽇

1通
墨書

「東京市内」

9-86 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正3年10⽉1
⽇

1通
墨書

「東京市内」

9-87 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正4年2⽉23
⽇

1通
新島⼋重⼦書簡（2⽉21⽇、徳富蘇

峰宛）、1通
墨書

「東京市内」

9-88 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正4年6⽉24
⽇

1通
新島⼋重⼦書簡（6⽉22⽇、徳富蘇

峰宛）、1通
墨書

「東京市内」

9-89 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正6年12⽉14
⽇

1通
墨書

「東京市内、亡⼥は深井の⼆⼥縫⼦」

9-90 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正7年3⽉16
⽇

1通
墨書

「東京市内、⼭路愛⼭追悼会の件」

9-91 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正7年11⽉23
⽇

1通
墨書

「⽇本国⺠史に関し深井の所感を呈した
るに対する返事」

9-92 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正7年12⽉4
⽇

1通
墨書

「深井講和会議へ出発のとき」

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 内容・備考等

深井英五関係文書目録
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数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
⽤紙
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

9-93 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正8年9⽉13
⽇

1通
墨書

「深井講和会議より帰朝のとき」

9-94 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正8年10⽉27
⽇

1通
墨書

「逗⼦より東京へ」

9-95 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正9年8⽉18
⽇

1通
墨書

「⻘⼭より氷川町へ」

9-96 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正10年5⽉19
⽇

1通
墨書

「別府より東京へ、書中⼈名考 ⼤⾕光
瑞、「スチード」はタイムス外交部⻑」

9-97 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正10年10⽉4
⽇

1通
墨書

「逗⼦より東京へ、深井華盛頓軍備制限
会議へ出張のとき」

9-98 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正年5⽉22⽇ 1通
墨書

「東京市内」

10 蘇峰先⽣書簡集 第
⼗巻

10-99 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正11年12⽉1
6⽇

1通
墨書

「東京市内」

10-
100

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正12年5⽉3
⽇

1通
墨書

「⼤森より東京へ、書中⼈名考 三宅驥
⼀、野⽥⼤塊、清浦奎吾、浮⽥和⺠」

10-
101

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正12年5⽉22
⽇

1通
墨書

蘇峰学⼈⽤箋
「逗⼦より東京へ」

10-
102

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正13年5⽉20
⽇

1通
墨書

「東京市内」

10-
103

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正14年6⽉3
⽇

1通
墨書

「東京市内、学⼠院会員を拝命せられた
るとき」

10-
104

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正14年9⽉17
⽇

1通
墨書

「東京市内、書中⼈名考 新島襄」

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 内容・備考等

深井英五関係文書目録
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数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
⽤紙
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

10-
105

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和4年4⽉2⽇ 1通
墨書

「⺠友社より氷川町へ、先⽣の国⺠新聞
と絶縁せられたるとき深井宅にて旧友会合の
後」

10-
106

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和10年10⽉2
6⽇

1通
墨書

「東京市内」

10-
107

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和12年4⽉26
⽇

1通
墨書

蘇峰学⼈⽤箋
「⼤森より氷川町へ」

10-
108

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和12年12⽉2
0⽇

1通
墨書

「東京市内、クレーギー英国⼤使と深井
宅にて会⾒の後」

10-
109

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正7年4⽉2⽇ 1通
墨書

「深井⽇本銀⾏理事に就任のとき」

10-
110

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和10年6⽉5
⽇

1通
墨書

「⼤森より東京へ、深井⽇本銀⾏総裁拝
命のとき」

10-
111

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和13年12⽉5
⽇

1通
墨書

「東京市内、枢密顧問官拝命のとき」

11 蘇峰先⽣書簡集 第
⼗⼀巻

年次不明のもの

11-
112

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 6⽉25⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
113

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 1⽉22⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
114

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 1通
墨書

「東京市内」

11-
115

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 6⽉4⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
116

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 22⽇ 1通
墨書

「東京市内」

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 内容・備考等
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数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

11-
117

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 27⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
118

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 11⽉5⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
119

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 6⽉1⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
120

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 1通
墨書

「東京市内」

11-
121

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 12⽉21⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
122

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 3⽉27⽇ 1通
墨書

「東京市内、久保⽥は⽶僊⼜は⽶斎」

11-
123

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 21⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
124

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 14⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
125

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 30⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
126

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 4⽉15⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
127

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 6⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
128

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 24⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
129

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 尽⽇ 1通
墨書

「東京市内」

11-
130

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 2⽇ 1通
墨書

「東京市内、書中⼈名考 楠本正隆、川
上操六、草野⾨平、芳野駒彦」

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 内容・備考等
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数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

11-
131

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 12⽉2⽇ 1通
墨書

「東京市内、別紙は細菌学者として北⾥
柴三郎⽒を登場せしめたる⻄洋⼩説を贈りたる
礼」

11-
132

徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 9⽉14⽇ 1通
墨書

「東京市内、書中⼈名考 ⻘⽊新」

12 〔未表装書簡⼀
括〕

12-1 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和15年4⽉6
⽇

1通
墨書

12-2 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和15年5⽉2
⽇

1通
墨書

12-3 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和16年5⽉尽
⽇

1通
墨書

12-4 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和16年11⽉7
⽇

1通
墨書

⼭王草堂箋

12-5 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和16年12⽉
冬⾄

1通
墨書

⼭王草堂藤峰⽤箋

12-6 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和17年4⽉2
⽇

1通
墨書

⼭王草堂箋

12-7 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和17年4⽉13
⽇

1通
墨書

⼭王草堂箋

12-8 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和17年11⽉1
4⽇

1通
墨書

12-9 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和18年10⽉2
3⽇

1通
墨書

⼭王草堂蘇峰⽤箋

12-10 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和18年12⽉2
0⽇

1通
墨書

⼭王草堂箋

12-11 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和20年1⽉16
⽇

1通
墨書

12-12 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和20年6⽉旬 1通
墨書

12-13 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 1通
墨書
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数量
付属資料
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
⽤紙
備考

数量
記述法
⽤紙
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
⽤紙

12-14 〔書簡集識語草
稿〕

深井英五 識、
別府章三 書

11枚
封筒（別府章三宛）、1枚

墨書
第1巻〜第11巻

13 蘇峰先⽣書簡集 帖

13-1 徳富蘇峰書簡別紙 徳富蘇峰 深井英五 明治28年2⽉25
⽇

1枚
墨書

明治28年2⽉25⽇書簡に封⼊

13-2 徳富蘇峰書簡別紙 徳富蘇峰 深井英五 明治32年4⽉19
⽇

1枚
墨書

明治32年4⽉19⽇書簡に封⼊

13-3 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治37年8⽉26
⽇

1通
墨書

「東京より倫敦へ」

13-4 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治37年11⽉3
⽇

1通
墨書

国⺠新聞社編輯局⽤箋
「東京より倫敦へ」

13-5 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治38年6⽉29
⽇

1通
墨書

国⺠新聞社編輯局⽤箋
「東京より紐育宛」

13-6 ⾜利学校遺跡図書
館貴重書⽬録

明治41年 1枚
印刷、墨書

表紙のみ

13-7 ⾼句麗永楽太王古
碑 再版

明治42年 1枚
印刷、墨書

表紙のみ

13-8 徳富蘇峰書簡別紙 徳富蘇峰 明治41年11⽉2
5⽇

1枚
墨書

13-9 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治44年7⽉20
⽇

1枚
墨書

13-10 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 明治45年6⽉17
⽇

1枚
墨書

13-11 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正14年6⽉5
⽇

1枚
墨書

13-12 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正15年9⽉尽
⽇

1枚
墨書

13-13 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和3年6⽉12
⽇

1枚
墨書

13-14 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和6年12⽉6
⽇

1枚
墨書

⼭王草堂箋
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数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法
⽤紙

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

13-15 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和7年8⽉3⽇ 1枚
墨書

⼭王草堂箋

13-16 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和8年4⽉14
⽇

1枚
墨書

⼭王草堂箋

13-17 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和9年5⽉9⽇ 1枚
墨書

草⽊屋製箋

13-18 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 昭和14年3⽉28
⽇

1枚
墨書

⼭王草堂箋

13-19 〔漢詩〕 徳富蘇峰 1枚
墨書

蘇峰⽤箋

13-20 徳富蘇峰書簡 徳富蘇峰 深井英五 1枚
墨書

国⺠新聞⽤箋

13-21 〔漢詩ヵ〕 徳富蘇峰 7枚
墨書

14 蘇峰先⽣葉書集

14-1 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 明治27年9⽉29
⽇

1通
鉛筆

14-2 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 3⽉9⽇ 1通
墨書

14-3 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 明治39年6⽉19
⽇

1通
墨書

14-4 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 明治39年7⽉9
⽇

1通
墨書

14-5 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 明治30年7⽉2
⽇

1通
墨書

14-6 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 明治30年10⽉1
7⽇

1通
墨書

14-7 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 2⽉20⽇ 1通
墨書

14-8 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 明治45年1⽉17
⽇

1通
墨書

14-9 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 明治45年3⽉尽
⽇

1通
墨書

14-10 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 明治45年1⽉13
⽇

1通
ペン
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記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
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記述法
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記述法

数量
記述法

数量
記述法
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記述法
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記述法
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記述法
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記述法

数量
記述法
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記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

14-11 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正2年7⽉尽⽇ 1通
ペン

14-12 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正2年7⽉7⽇ 1通
ペン

14-13 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正2年8⽉18
⽇

1通
ペン

14-14 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正2年10⽉29
⽇

1通
ペン

14-15 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正2年11⽉3
⽇

1通
ペン

14-16 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正5年2⽉6⽇ 1通
ペン

14-17 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正5年5⽉19
⽇

1通
ペン

14-18 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正6年10⽉12
⽇

1通
ペン

14-19 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正6年11⽉21
⽇

1通
ペン

14-20 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正8年11⽉3
⽇

1通
墨書

14-21 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正8年12⽉8
⽇

1通
ペン

14-22 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正9年2⽉23
⽇

1通
ペン

14-23 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 ⼤正10年5⽉6
⽇

1通
ペン

14-24 徳富蘇峰葉書 徳富蘇峰 深井英五 昭和4年1⽉13
⽇

1通
墨書

14-25 徳富蘇峰名刺 徳富蘇峰 1枚
印刷、墨書

岡⽥学⼠紹介の書き込み

14-26 〔賀状〕 徳富蘇峰 39年暮 1枚
墨書
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